
第２部 県民行動プログラムの展開状況 

 

第１章 実践活動の取り組み事例 

 

県民行動プログラムの行動提案の大部分で、神戸地域ビジョン委員会をはじめ、地域の

団体などが実践活動に取り組んできています。 

 

ここでは、平成 13 年度から平成 17 年度（2001～2005 年度）の間に、県民行動プログラ

ム（第１期）の行動提案に沿って、神戸地域ビジョン委員会や地域などで取り組まれた実

践活動の一部を掲示しました。なお、県民行動プログラム（第１期）の行動提案の構成は、

19 ページに掲示しています。  

下記の〔地域などでの活動〕は、ビジョン委員の所属する地域、団体での活動や、ビジ

ョン委員から情報提供のあった団体などを中心にしています。このため、他に地域又は広

域ですばらしい活動をされている団体などがあることと思います。今後は、そうした事例

などを蓄積し、県民に提供していきます（※）。 

（※）県民行動プログラムの行動提案に沿った地域などでの活動の情報を神戸地域ビジョン委員

会の事務局である「神戸県民局地域ビジョン担当」に提供してください（連絡先はこの冊

子の裏面をご覧ください）。 

 

また、下記の〔ビジョン委員会の活動〕の詳細は、神戸地域ビジョン委員会の毎年度の

活動報告書である「神戸地域県民行動プログラム第２集、第３集、第４集」に掲載してい

ます。また、神戸地域ビジョンのホームページ（http://www.kobe-yume.net/）でもご覧に

なることができます。今後も、毎年度のビジョン委員会の活動を報告書にまとめ、ホーム

ページに掲載していきます。 

 

 

【コミュニティづくりの課題への取り組み】 

 

Ⅰ 人と人とが結び合う温かいコミュニティをつくりましょう  

 

１ 地域コミュニティの活性化に取り組みましょう 

県民行動プログラム（第１期）では、「地域活動の担い手の連携を進めましょう」「多

くの人が地域にかかわることができる仕組みをつくりましょう」と提案しました。こ

れらの提案については、地域井戸端会議、地域円卓会議の開催など、試行的な取り組

みが行われました。今後は、こうした取り組みが神戸地域全体に広がり、継続的に行

われることが期待されます。 

 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・地域のことや社会全般について住民が誰でも参加して話し合う「地域井戸端会議」を

実施 (H14、西区学園都市) 
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・地元地縁団体代表有志や地元住民有志が参加して共通の課題を自由に話し合う「地域

円卓会議」を開催(H14～16、西区樫野台６丁目) 

・道路に面した個人所有の土地に花を植える「ストリート・ガーデニングによる明るい

まちづくり」を推進 (H14、西区玉津) 

・趣味や一芸をもって地域に出向き、子供たちと一緒に楽しむ「楽校ネットワークづく

り」を実施(H14～H16) 

・迷路の出前、お手玉の出前など各種の出前を実施(H16) 

 

〔地域などでの活動〕 

・「六甲アイランド CITY 自治会」が、まちかど会議を開催(H16) 

・老人会が学校帰りの子供たちの安全対策を実施 

・若者が稲荷市場に住み込み、まちの活性化を図る「住みコミュニケーションプロジェ

クト」を実施 

・子供と大人が花や緑を育て景観向上と世代間交流を図る「地域緑化によるコミュニテ

ィづくり」を実施 

・大人が子供たちに昔遊びを教え、コミュニケーションを図る「玉一あそび塾」を実施 

・太山寺児童館、青少協支部が企画して、学園都市「子ども祭り」を実施 

・神戸芸工大の学生が、商店街にアートデザインなどを実施 

・学生ＴＭＯ「甲南地域経営研究所」が甲南本通商店街でイベントを実施 

 

２ 情報の受発信・編集能力を高めましょう 

県民行動プログラム（第１期）では、「お互いに情報を発信し、情報を共有すると

ともに、情報選択のノウハウを習得しましょう」と提案しました。ビジョン委員会を

はじめ、地域でも「情報の共有・発信」が進んできています。また、ＩＴ研修の場も

増えてきています。 

 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・神戸地域を舞台に活動する団体・グループ・企業・個人などの活動情報を掲載した、

情報誌「神戸ゆめネット」を発行(H13～)、Web 版「神戸ゆめネット」を運営(H14～) 
・Web 版「神戸ゆめネット」での情報発信、電子掲示板「ゆめネット広場」への書き込

みや所属グループなどのＨＰのリンクの貼り付けなどを実施(H14～) 
 

〔地域などでの活動〕 

・阪神高齢者障害者支援ネットワークが、地域内情報のほか、県・市の情報なども把握

して、関係者に提供 
・「ふれあい高羽」、「六甲アイランドだより」など、自治会通信を発行 
・長田市場、甲南本通商店街、御影旨水館などで空店舗でのパソコン教室を運営 
 

３ 活動支援の仕組みを充実させましょう 

県民行動プログラム（第１期）では、「活動の立ち上げを支援する中間支援組織を
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つくりましょう」「中間支援組織のネットワークをつくりましょう」と提案しました。

「活動の立ち上げを支援する中間支援組織」「中間支援組織のネットワーク」が、地域

にでき、活動を広げています。 

 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・地元地縁団体代表有志や地元住民有志が参加して共通の課題を自由に話し合う「地域

円卓会議」を開催 (H14～16、西区樫野台６丁目) 

 

〔地域などでの活動〕 

・「六甲アイランド CITY 自治会」が、まちかど会議を開催(H16) 

・大池東住宅で、地元地縁団体代表有志、地元住民有志、行政の担い手が連携 

・「市民活動センター神戸」「コミュニティサポートセンター神戸」などの中間支援 NPO
が、相談・情報提供、調査研究などを実施 
 

４ 国内外の交流を広めましょう 

県民行動プログラム（第１期）では、「地域内でのコミュニケーションを活発化さ

せましょう」「地域間で産業と文化の交流（農山村部と都市部との交流）を進めましょ

う」「日本の文化（踊り・音楽など）を世界に伝え、コミュニケーションチャンネルを

広げましょう」と提案しました。「地域内の多世代の交流」「都市と農村の交流」「外国

人との文化交流」については、一部の地域、団体には広がっていますが、神戸地域全

体に広がり、継続的に取り組まれることが期待されます。 

 

〔ビジョン委員会の活動〕 

 （地域内交流） 

・地域のことや社会全般について住民が誰でも参加して話し合う「地域井戸端会議」を

実施 (H14、西区学園都市) 

（国際交流） 

・留学生を学校の国際教育の授業に派遣し、国際理解教育を推進する「留学生と地域コ

ミュニティとのコーディネート」を実施 (H14) 

・多文化共生調査報告書「神戸らしいグローカルな魅力づくり」を作成(H14) 

・「留学生のための酒づくり体感ツアー」「留学生と体感する日本の民俗ツアー」を実

施(H16) 

・留学生のための県内施設見学ツアーや、楽器演奏、食を通じての文化交流フェスティ

バル開催などを実施(H17) 

 

〔地域などでの活動〕 

 （地域内交流） 

・保育所の子どもたちと老人クラブ会員たちとの交流イベントを実施(西区樫野台６丁目

など) 
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（地域間交流） 
・都市部と農村部の老人クラブ同士の交流会を開催（芋掘り、酒づくり見学、ジョイン

トコーラスなど） 
・「大沢コンパクトタウン研究会」が NPO 法人北はりま田園空間博物館と交流し、まち

づくりについての意見交換などを実施(H17) 

（国際交流） 

・コープこうべ組合員が「留学生国際交流」サークルを立ち上げ、フェスティバルへの

参加などを実施 

・「国際教育文化交流協会」が留学生の支援やコーディネート活動を実施 

 

 

【地域の課題解決に向けた取り組み】 

 

Ⅰ 地域の課題に取り組みましょう  

 

１ 生活するまちの魅力をみんなで高めましょう 

県民行動プログラム（第１期）では、「子育て中の母親を地域が支援するシステム

をつくりましょう」「高齢者が高齢者のお世話をしましょう」「地域経済活性化にみん

なで取り組みましょう」と提案しました。「子育ての支援」「高齢者の支援」「経済の活

性化」については、地域、団体などが様々な活動を展開してきていますが、県民の意

識やニーズの高さから、地域の実情に応じたより充実した取り組みが期待されます。 

 

〔ビジョン委員会の活動〕 

（子育て支援） 

・各地域の子育て支援事業の活動事例を見学・調査(H15、H17) 

・インターネットを利用した子育て情報掲示板を試験的に設置(H16) 

・日本と外国の子育ての違いについてのフォーラムを開催(H16) 

 （高齢者のお世話・高齢者の社会活動） 

・介護方法を学ぶ研修会を実施(H15) 

・高齢者のための音楽療法、高齢者のための園芸療法を学ぶ研修会を実施(H16) 

・介護予防を目的とした筋力トレーニングを学ぶ研修会を実施(H17) 

（経済の活性化） 

・地域の核をめざす商店街を考える「夢会議」を開催(H14) 

・学生の視点から商店街の活性化を考える「夢会議」を開催(H15) 

・商店街の空き店舗を拠点に活動している NPO などを視察(H17) 

・コミュニティビジネスや地域活性化に取り組む NPO、活性化を図る商店街など、コ

ミュニティによって神戸経済の活性化を図る団体の取り組みを調査・分析(H17) 
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〔地域などでの活動〕 

（子育て支援） 

・地域で「子育てサロン」を実施運営 

・「子育てフェスタ」を開催(H16) 

・未就学児童の一時預かり保育「くれよんルーム」を開設、運営 

 （高齢者のお世話・高齢者の社会活動） 

・ふれあい喫茶、給食サービスなどを行う「生きがい対応型デイサービス」を実施 

・ボランティアグループが高齢者ケア（音楽療法など）を実施 

・大人が子供たちに昔遊びを教え、コミュニケーションを図る「玉一あそび塾」を実施 

・神戸市シルバーカレッジ「子ども文化」ボランティアグループが昔遊びの伝承活動を

実施 

（経済の活性化） 

・市場の空店舗を利用してコミュニティサロンを運営 

・東灘地域助け合いネットワークが空き店舗で生活支援サービスなどを提供 

 

２ 生涯学習を充実しましょう 

県民行動プログラム（第１期）では、「効果的な生涯学習プログラムを研究しまし

ょう」「生涯学習から地域づくり活動につなげましょう」と提案しました。「生涯学習

プログラムの充実」「地域づくり活動への展開」が図られ、県民の能力の向上や人材の

養成がなされてきています。 

 

〔地域などでの活動〕 

・兵庫津、湊川隧道で保存活動を実施 

・地域社会及び高齢者の現状を学ぶ「高校生、大学生、大学院生と高齢者との交流」を

実施（西区、長田区） 

・ツール・ド・コミュニケーションなどがＩＴ講習を実施 

 

３ 地域と学校の連携を進めましょう 

県民行動プログラム（第１期）では、「地域と学校の交流を深めましょう」「地域が

学校教育にかかわっていきましょう」と提案しました。「地域と学校の交流・連携」に

ついては、「防災・防犯の地域活動など、安全と安心のまちづくり」「子どもたちや青

少年の健やかな成長」のためにも、より充実した取り組みが期待されます。 

 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・青少年の活動の場づくりをめざして、アートなどを通じたイベントを開催(H16～) 

 

〔地域などでの活動〕 

・地域で「寺子屋クラブ」を設立し、大人と子供が一緒になって楽しめる各種イベント

を実施 
・漁業に対する理解を深めるため、小中高生徒に漁業を紹介 
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・小学校生徒を対象に、まちの歴史話や竹馬・竹とんぼ作りなどを実施 
 

 

Ⅱ ｢農｣と結びあえるまち―｢農都・神戸｣を築きましょう  

 

県民行動プログラム（第１期）では、「直売所マップをつくりましょう」「農水産物の

地産地消のシステムづくりを進めましょう」「「農」を学び、楽しみましょう」と提案し

ました。「農水産物の直売所や市民農園のマップづくりなどを通じた地産地消の推進」「農

水産業の体験・交流」などの取り組みが広がってきています。 

 

１ 農水産物の地産地消のシステムづくりを進めましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・農都・神戸シンポジウム、農都・神戸体験セミナー(先進的農業経営施設を見学)を実

施(H13) 

・産地、直売所の調査(H14)や、垂水漁港を調査(H15)する「夢会議」を実施 

・直売所、市民農園を掲載した「農都・神戸マップ」を作成(H16)  

・直売所見学ツアーを実施(H16、H17) 

 

〔地域などでの活動〕 

・直売所、朝市などが各地で開催されています。 

 

２ 市街地の空き地利用を進めましょう 

〔地域などでの活動〕 

・市民農園、直売所を設置 

・真野地区の自治会、まちづくり推進会が、震災空き地に花を植える活動を実施(H16) 

・リサイクル堆肥を利用して花を植え、街路にプランターを設置するストリートガーデ

ニングを玉津地区で実施 

 

３ 農水産業の後継者育成システムを確立しましょう 

〔地域などでの活動〕 

・兵庫県農業会議などが新規就農の相談、実務研修を実施 

 

４ ｢農｣を学び、楽しみましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・農都・神戸シンポジウム、農都・神戸体験セミナー(先進的農業経営施設を見学)を実

施(H13) 

・産地、直売所の調査(H14)や、垂水漁港を調査(H15)する「夢会議」を実施 

・直売所、市民農園を掲載した「農都・神戸マップ」を作成(H16)  

・直売所見学ツアーを実施(H16、H17) 
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〔地域などでの活動〕 

・都市部と農村部の老人クラブ同士の交流会を開催（芋掘り、酒づくり見学、ジョイン

トコーラスなど） 

・市漁業協同組合女性部が魚食普及活動を実施(イカナゴくぎ煮講習会、料理講習会など) 

・市民農園を設置 

 

 

Ⅲ 自然との共生のシンボル・私たちの六甲山を活かしましょう  

 

県民行動プログラム（第１期）では、「六甲山探遊ポイントマップをつくりましょう」

「六甲山へみんなで上り、交流しましょう」「六甲山で自然と親しみ、学びましょう」と

提案しました。「六甲山の探遊マップづくりなどを通じた六甲山のウォーキング」「六甲

山の自然や文化の学習活動」などの取り組みが広がってきています。 

また、神戸地域ビジョンの夢提案にある「多重型の地域循環の仕組みづくり・循環型

のライフスタイルづくり・循環の仕掛け」については、県民行動プログラム（第１期）

では行動提案がなされませんでしたが、ビジョン委員会や地域などで生ごみのリサイク

ルなどに取り組んできており、「環境と調和した循環型のライフスタイルづくり」を地域

に広げていくことが期待されます。 

 

１ ｢六甲山の自然と文化の憲章｣をつくりましょう 

〔地域などでの活動〕 

・「六甲山自然保護センターを活用する会」が六甲山の自然や文化を学ぶ「六甲山魅力

再発見市民セミナー」を開催(H14～) 

 

２ 六甲山系探遊の総合案内を行いましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・「六甲山の楽しみ発見マップ」「六甲山自然保護センター周辺散策マップ」および改

訂版を作成(H15、H16) 

 

３ 六甲山で自然と親しみ、学びましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・「六甲山楽しみ発見ウｫ―キング」（初冬編・早春編(H14)、夏編・夏休み親子編・秋

編(H15)、夏休み親子編・紅葉編・樹氷編(H16)、紅葉編(H17)）を実施 

 

〔地域などでの活動〕 

・「六甲山自然保護センターを活用する会」が六甲山の自然や文化を学ぶ「六甲山魅力

再発見市民セミナー」を開催(H14～) 

・六甲山なるほどなっとくハイキングを実施（H14～） 

 

 

- 13 - 



４ 六甲山へみんなで上り、交流しましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・「六甲山楽しみ発見ウｫ―キング」（初冬編・早春編(H14)、夏編・夏休み親子編・秋

編(H15)、夏休み親子編・紅葉編・樹氷編(H16)、紅葉編(H17)）を実施 

 

〔地域などでの活動〕 

・「六甲山と市民のネットワーク」がＨＰで六甲山イベント情報を紹介 

・「六甲摩耶観光推進協議会」が六甲山グルーム祭を開催 

 

５ 環境モデル地域づくりを進めましょう 

〔地域などでの活動〕 

・「ヒヨコ登山会」が毎朝登山をスローガンに、山径清掃、植樹、河川清掃などを実施 

・ブナを植える会が、六甲山頂でのブナ植樹などを実施 

・「六甲山自然保護センターを活用する会」がセミナー開催時に、参加者有志に働きか

けて記念碑台周辺の清掃整備を実施(H16～) 

・「防災福祉協議会」が六甲山防災フェアを開催 

 

６ 多重型の地域循環の仕組みづくり・循環型のライフスタイルづくり・ 循環の仕掛

けに取り組みましょう  

〔ビジョン委員会の活動〕 

・生ごみリサイクルの現場を見学(H15) 

・生ごみ堆肥化実験を実施(H16) 

・廃棄物の再資源化工場、市のリサイクル施設を見学(H16、H17) 

 

〔地域などでの活動〕 

・リサイクル堆肥を利用して花を植え、街路にプランターを設置するストリートガーデ

ニングを玉津地区で実施 

・生ごみリサイクルの堆肥を使った花、野菜づくりを実施 

 

 

Ⅳ グローカルな魅力を育て、発信しましょう  

 

県民行動プログラム（第１期）では、「留学生や外国人県民との交流から相互の言語学

習を進めましょう」「留学生のくらしを支援する仕組みを考えましょう」と提案しました。

「外国人県民や留学生との文化交流」「外国人県民や留学生に対する日本語学習」などの

取り組みは広がってきていますが、「留学生のくらしの支援」については、留学生の現状

やニーズから、実情に応じたより充実した取り組みが期待されます。 
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１ 外国人県民の意見を行政に反映させていくことを考えましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・留学生の目で見た神戸について、教育、観光、多文化共生・協働の３テーマでの「夢

会議」を開催(H15) 

 

２ 留学生のくらしを支援する仕組みを考えましょう 

〔地域などでの活動〕 

・「NGO 神戸外国人救援ネット」「多言語センターFACIL」などが、多言語での生活情報

の提供や相談などを実施 

・「国際教育文化交流協会」が留学生の支援やコーディネート活動を実施 

 

３ 国際経験のあるリタイア者の能力を活用しましょう 

〔地域などでの活動〕 

・「神戸クロスカルチュラルセンター」が留学生ホストファミリー交流センター事業を

実施 

・シルバーカレッジ国際交流協力コースＯＢが留学生支援などを実施 

 

４ 留学生や外国人県民との交流から相互の言語学習を進めましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・留学生を学校の国際教育の授業に派遣し、国際理解教育を推進する「留学生と地域コ

ミュニティとのコーディネート」を実施 (H14) 

・「留学生のための酒づくり体感ツアー」「留学生と体感する日本の民俗ツアー」を実

施(H16) 

・留学生のための県内施設見学ツアーや、楽器演奏、食を通じての文化交流フェスティ

バルを実施(H17) 

 

〔地域などでの活動〕 

・兵庫日本語ボランティアネットワーク加入グループが日本語教育を実施 

・国際教育文化交流協会が、留学生を地域の学校に派遣し、言葉や母国の文化などにつ

いて紹介するプログラムを実施 

・コープこうべ組合員が「留学生国際交流」サークルを立ち上げ、フェスティバルへの

参加やアルバイトの紹介などを実施 

 

 

Ⅴ 神戸経済の活性化にチャレンジしましょう  

 

県民行動プログラム（第１期）では、「ＩＴを活用して製造業の生産性を向上させまし

ょう」「商店街に文化的・観光的・周遊付加価値をつけて活性化を図りましょう」「ベン

チャービジネスの機会を拡大しましょう」「コミュニティビジネスを地域で支える仕組み

を考えましょう」と提案しました。「製造業のＩＴ化」「商店街の活性化」などの取り組
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みは広がってきていますが、神戸経済を元気にする「ベンチャービジネスの機会の拡大」

「コミュニティビジネスを地域で支える仕組みづくり」については、より充実した取り

組みが期待されます。 

 

１ 連携によるベンチャービジネスの機会を拡大しましょう 

〔地域などでの活動〕 

・ひょうご産業活性化センター、銀行などがベンチャー育成のための投資ファンドを開

設 

 

２ 新しい時代にマッチした製造業へ転換させましょう 

〔地域などでの活動〕 

・製造業が電子商取引を導入 

・ツール・ド・コミュニケーションが不要になったパソコンを修理・再生し、パソコン

などを活用して、市民活動、地域活動、マイノリティの自立支援を実施 

・ひょうごんテックが情報通信技術の活用講座を実施 

・プロップステーションなどがＩＴ講習を実施 

 

３ 商店街を元気づけるために付加価値を高めましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・地域の核をめざす商店街を考える「夢会議」を開催(H14) 

・学生の視点から商店街の活性化を考える「夢会議」を開催(H15) 

・商店街の空き店舗を拠点に活動している NPO などを視察(H17) 

 

〔地域などでの活動〕 

・市場の空店舗を利用してコミュニティサロンを運営 

・東灘地域助け合いネットワークが空き店舗で生活支援サービスなどを提供 

・若者が稲荷市場に住み込み、まちの活性化を図る「住みコミュニケーションプロジェ

クト」を実施 

・学生ＴＭＯ「甲南地域経営研究所」が甲南本通商店街でイベントを実施 

・大日六商店街が「にぎわい広場」「ふれあいサロン」を実施 

・「神戸ながたティ・エム・オー」が商業の活性(１店逸品)、環境の整備、地域の連携、

産業の振興(長田名物のプロモーション)、福祉の充実(ショップモビリティ)などを実

施 

 

４ コミュニティビジネスを地域で支える仕組みを考えましょう 

〔ビジョン委員会の活動〕 

・コミュニティビジネスや地域活性化に取り組むＮＰＯ、活性化を図る商店街など、コ

ミュニティによって神戸経済の活性化を図る団体の取り組みを調査・分析(H17) 
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第２章 これからの取り組み方向 

 

１ 今後一層の取り組みが期待される活動分野 

 

県民行動プログラムの行動提案の大部分で、ビジョン委員会や地域などが実践活動

に取り組んできています。しかし、活動分野によっては、その取り組みの広がり、厚

みは異なります。 

ビジョン委員会や地域などでの実践活動の実績、社会経済情勢の推移、県民の意識

やニーズの変化から、次の活動分野は、今後一層の取り組みが求められています。 

 

① 地域コミュニティの活性化につながる「地域活動の担い手の連携」「多くの人が地

域にかかわることができる仕組みづくり」については、神戸地域全体への広がりや、

継続的な取り組みが期待されます。 

② 「地域内の多世代の交流」「都市と農村の交流」「外国人との文化交流」について

は、神戸地域全体への広がりや、継続的な取り組みが期待されます。 

③ 「子育ての支援」「高齢者の支援」「経済の活性化」については、県民の意識やニ

ーズの高さから、地域の実情に応じたより充実した取り組みが期待されます。 

④ 「地域と学校の連携」については、「防災・防犯の地域活動など、安全と安心のま

ちづくり」「子どもたちや青少年の健やかな成長」のためにも、より充実した取り

組みが期待されます。 

⑤ 神戸地域ビジョンの夢提案にある「多重型の地域循環の仕組みづくり・循環型の

ライフスタイルづくり・循環の仕掛け」については、「環境と調和した循環型のラ

イフスタイルづくり」を県民行動プログラム（第２期）で新たに提案し、県民の取

り組みを地域に広げていくことが期待されます。 

⑥ 「留学生のくらしの支援」については、留学生の現状やニーズから、実情に応じ

たより充実した取り組みが期待されます。 

⑦ 「ベンチャービジネスの機会の拡大」「コミュニティビジネスを地域で支える仕組

みづくり」については、より充実した取り組みが期待されます。 

 

２ 県民行動プログラムの行動提案の新たな展開 

 

今後一層の取り組みが期待される次の活動分野については、県民の取り組みを神戸

地域全体に広げるため、「地域の課題解決に向けた取り組み」のもとに、新たな行動提

案として掲げることとします。 

 

○ 安全と安心のまちづくりを進めましょう 

○ 高齢者・障害者が安心して暮らせるまちづくりを進めましょう 

○ 子育てを地域で支えましょう 
○ 青少年を地域で健やかに育てましょう 
○ 環境と調和した循環型のライフスタイルづくりを進めましょう 
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